
―果樹類―                                        ―な し― 

 

３．なし  

・殺菌剤 

ＦRAC 
コード 

薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

M1 
（銅） 
ＩＣボルドー４１２ 

散布 - -   

ＩＣボルドー４８Ｑ 散布 収穫後～開花前 -   
M4+P7 アリエッティＣ水和剤 散布 収穫 14 日前まで 3 回以内   
NC+M1 アルタベールフロアブル 散布 休眠期 9 回以内   

M3 アントラコール顆粒水和剤 散布 収穫 45 日前まで 4 回以内   
3 アンビルフロアブル 散布 収穫 7日前まで 3 回以内   
3 インダーフロアブル 散布 収穫 7日前まで 3 回以内   

M4+M1 オキシラン水和剤 散布 収穫 3日前まで 9 回以内   

M1 

(有機銅） 
オキシンドー水和剤８０ 

散布 収穫 3日前まで 9 回以内   

キノンドー水和剤８０ 散布 収穫 3日前まで 9 回以内  
キノンドーフロアブル 散布 収穫 3日前まで 9 回以内  
ドキリンフロアブル 散布 収穫 3日前まで 9 回以内  

7 カナメフロアブル 散布 収穫前日まで 3 回以内   
M4+1 キャプレート水和剤 散布 収穫 7日前まで 4 回以内   

11 スクレアフロアブル 散布 収穫前日まで 3 回以内   
3 スコア顆粒水和剤 散布 収穫 14 日前まで 3 回以内   
11 ストロビードライフロアブル 散布 収穫前日まで 3 回以内   

M3 
（チウラム） 
チオノックフロアブル 
トレノックスフロアブル 

散布 収穫 30 日前まで 5 回以内   

M9 デランフロアブル 散布 収穫 60 日前まで 4 回以内   

1 

（チオファネートメチル） 
トップジンＭ水和剤 

散布 収穫前日まで 6 回以内   

トップジンＭペースト 塗布 
剪定整枝時及び病
患部削り取り直後 

3 回以内   

3 トリフミン水和剤 散布 収穫前日まで 3 回以内   
11+7 ナリアＷＤＧ 散布 収穫前日まで 3 回以内   

7 バシタック水和剤７５ 散布 収穫 60 日前まで 5 回以内   
11 ファンタジスタ顆粒水和剤 散布 収穫前日まで 3 回以内   
7 フルーツセイバー 散布 収穫前日まで 3 回以内   
29 フロンサイドＳＣ 散布 収穫 30 日前まで 1 回   

M7+M1 ベフキノン水和剤 散布 収穫 45 日前まで 4 回以内   

M7 
（イミノクタジンアルベシル酸塩） 
ベルクート水和剤 

散布 収穫 14 日前まで 5 回以内   

ベルクートフロアブル 散布 収穫 14 日前まで 5 回以内   
M7+M3 ベルクガード水和剤 散布 収穫 45 日前まで 4 回以内   

1 ベンレート水和剤 散布 収穫前日まで 4 回以内   
19 ポリオキシンＡＬ水和剤 散布 収穫 7日前まで 5 回以内   

M7+19 ポリベリン水和剤 散布 収穫 14 日前まで 3 回以内   
52 ミギワ２０フロアブル 散布 収穫前日まで 3 回以内  
9 ユニックス顆粒水和剤 散布 収穫 21 日前まで 3 回以内   
3 ラリー水和剤 散布 収穫 14 日前まで 3 回以内  

2+M1 ロブドー水和剤 散布 収穫 14 日前まで 5 回以内  
2 ロブラール水和剤 散布 収穫 14 日前まで 5 回以内  

M2 石灰硫黄合剤 散布 発芽前 -  

M1 硫酸銅 
ﾎﾞﾙﾄﾞｰ液を調製して均
一に散布する 

- -   

 

 



―果樹類―                                        ―な し― 

 

・殺虫剤 

ＩRAC 
コード 

薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

3 アーデント水和剤 散布 収穫 7日前まで 3 回以内   

3 アグロスリン水和剤 散布 収穫前日まで 3 回以内   

4 

（イミダクロプリド） 
アドマイヤー水和剤 

散布 

収穫 3日前まで 
(ただし、露地栽培
については発芽期
から開花期を除く) 

2 回以内   

アドマイヤーフロアブル 散布 

収穫 3日前まで 
(ただし、露地栽培
については発芽期
から開花期を除く) 

2 回以内   

16 アプロード水和剤 散布 収穫 30 日前まで 2 回以内   

4 
（ジノテフラン） 
アルバリン顆粒水溶剤 
スタークル顆粒水溶剤 

散布 収穫前日まで 3 回以内   

29 ウララＤＦ  散布 収穫 14 日前まで 2 回以内   

28 エクシレルＳＥ  散布 収穫前日まで 3 回以内   

1 オリオン水和剤４０ 散布 収穫 3日前まで 2 回以内   

15 カスケード乳剤 散布 収穫 14 日前まで 2 回以内   

20 カネマイトフロアブル 散布 収穫前日まで 1 回   

UN クムラス 散布 - -   

13 コテツフロアブル 散布 収穫前日まで 3 回以内   

6 コロマイト水和剤 散布 収穫前日まで 1 回   

- コンフューザーＮ  

ディスペンサーを対象
作物の枝に巻き付け、
または挟み込み設置す
る。 

成虫発生初期～終
期 

- 果樹類  

1 サイアノックス水和剤 

散布 収穫 7日前まで 3 回以内 
なし (有袋栽
培)  

散布 収穫 45 日前まで 3 回以内 
なし (無袋栽
培)  

3 サイハロン水和剤 散布 収穫 7日前まで 3 回以内   

28 サムコルフロアブル１０ 散布 収穫前日まで 3 回以内   

21 サンマイト水和剤 散布 収穫 21 日前まで 1 回   

3 スカウトフロアブル 散布 収穫前日まで 5 回以内   

25 スターマイトフロアブル 散布 収穫前日まで 1 回   

- 
（マシン油） 
スピンドロン乳剤 

散布 休眠期 -   

ハーベストオイル 散布 発芽前 -  

1 スミチオン水和剤４０ 

散布 収穫 14 日前まで 6 回以内 
なし (有袋栽
培)  

散布 収穫 21 日前まで 6 回以内 
なし (無袋栽
培)  

1 ダーズバンＤＦ  散布 収穫 30 日前まで 3 回以内   

1 ダイアジノン水和剤３４ 
散布 

収穫 14 日前まで 6 回以内 
日本なし 

散布 西洋なし 

23 ダニゲッターフロアブル 散布 収穫前日まで 1 回   

25 ダニコングフロアブル 散布 収穫前日まで 1 回   

25 ダニサラバフロアブル 散布 収穫前日まで 2 回以内   

21 ダニトロンフロアブル 散布 収穫 14 日前まで 1 回   

4 ダントツ水溶剤 散布 収穫前日まで 3 回以内   

3 テルスター水和剤 散布 収穫前日まで 2 回以内   

5 
（スピネトラム） 
ディアナＷＤＧ  

散布 収穫前日まで 2 回以内   

デリゲートＷＤＧ 散布 収穫前日まで 2 回以内  

4 トランスフォームフロアブル 散布 収穫前日まで 3 回以内  

21 ハチハチフロアブル 散布 収穫 30 日前まで 1 回   



―果樹類―                                        ―な し― 

 

ＩRAC 
コード 

薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

4 バリアード顆粒水和剤 散布 収穫前日まで 3 回以内   

10 バロックフロアブル 散布 収穫 14 日前まで 2 回以内   

21 ピラニカ水和剤 散布 収穫 14 日前まで 1 回   

28 
（フルベンジアミド） 
フェニックス顆粒水和剤 

散布 収穫前日まで 2 回以内   

フェニックスフロアブル 散布 収穫前日まで 2 回以内  

4 ベストガード水溶剤 散布 収穫 14 日前まで 3 回以内   

- ボクトウコン－Ｈ 

ディスペンサーを対象
作物の枝に挟み込み、
または巻き付け設置す
る。 

成虫発生初期から
終期 

－ 果樹類 

20 マイトコーネフロアブル 散布 収穫前日まで 1 回   

3 マブリックＥＷ  散布 収穫 30 日前まで 2 回以内   

1 ミクロデナポン水和剤８５ 散布 収穫 60 日前まで 3 回以内 日本なし  

4 モスピラン顆粒水溶剤 散布 収穫前日まで 3 回以内   

28 ヨーバルフロアブル 散布 収穫前日まで 2 回以内  

3 ロディー水和剤 散布 収穫前日まで 2 回以内   

3 ロビンフッド 
樹幹・樹枝の食入孔に
ノズルを差し込み噴射 

収穫前日まで 5 回以内   

注1） 使用回数はその薬剤の使用回数を記載しており、この他に薬剤に含まれる成分毎に、総使用回数が決め
られているので、農薬ラベル等を確認してそれを超えないように注意する。 

注2） 薬剤抵抗性の出現を防ぐため、「FRACコード」や「IRACコード」を参考にしながら他系統剤とのローテ
ーション使用を心掛ける（「薬剤抵抗性管理」参照）。 

注3） 農薬登録上の作物名が標記の作物名と異なる場合、備考欄に記載した。 



―果樹類―                                        ―な し― 

 

品種や気象条件により収穫時期が異なるので、薬剤の使用時期（収穫前日数）に注意する。 

（1）「二十世紀」・「南水」（この暦は有袋栽培を中心にしている。無袋栽培では農薬使用基準や薬害が

異なる場合があるので注意する。） 

農薬の使用回数は、前年の収穫後から本年の収穫までの期間の使用回数であるので注意する。 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

発生病害虫名 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

休 

眠 

期 

黒斑病 ： 被害枝、ぼけ芽は剪除し、焼却するか埋却する。 

胴枯病 ： 被害枝は切り取り、患部は削り取ってその痕にトップジンＭペーストを塗布する。 

ナシマダラメイガ（ナシオオシンクイ） ： 被害芽（ぼけ芽）を剪除する。 

その他 ： 粗皮削りを実施して越冬病害虫を除去する。 

発 

芽 

直 

前 

 

 石灰硫黄合剤           14ℓ  

 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 350ℓ  

ＳＳ 300ℓ  
 

黒 斑 病 

黒 星 病 

胴 枯 病 

ハ ダ ニ 類 

カイガラムシ類 

ニセナシサビダニ 

1.温暖無風な時を選んで散布する。 

2.石灰硫黄合剤を使用する場合は、    

石灰硫黄合剤 14ℓ に対し、水 86ℓ

とする。 

3.リンゴハダニの越冬卵やナシマル

カイガラムシが多い場合には、マ

シン油乳剤 50 倍液を散布する。 

4.前年にニセナシサビダニの被害が

多かった場合はマシン油乳剤50倍

液又はクムラスの 300 倍液を散布

してもよい。なお、クムラスは石

灰硫黄合剤との混用はできない。 

5.マシン油乳剤は、商品ごとに登録

内容を確認すること。 

䥹

発

芽

１

週

間

後

䥺

 

り

ん

ぽ

う

脱

落

直

前

 

 

 殺  菌  剤 

 （ＩＣボルドー48Ｑ       3.3kg） 

 

 

 殺 虫 剤 

ダイアジノン水和剤         100g 

サイアノックス水和剤         100g 

オリオン水和剤               100g 

のいずれか 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 350ℓ  

ＳＳ 300ℓ  
 

黒 斑 病 

黒 星 病 

ハ マ キ ム シ 類 

ナシマダラメイガ 

ナ シ キ ジ ラ ミ 

1. 散布時期が遅れたり、散布直後    

に降雨があると薬害を生ずること

がある。 

2. オリオンは、蚕毒に特に注意する

（特別指導事項参照）。 

3. 訪花昆虫を保護する場合には、Ｂ

Ｔ剤（生菌）又はカスケード乳剤

2,000倍液のいずれかを散布する。 

4.ＢＴ剤（生菌）、カスケードは、蚕

毒に特に注意する（特別指導事項

参照）。 

４

月 

開
花
直
前
䥹
１
䦅
２
分
咲
䥺 

 

 殺 菌 剤 

チウラムフロアブル 

  （チオノック､トレノックス）  200mℓ  

 

 
 

10a 当り 

散布量 

動噴 400～450ℓ  

ＳＳ 350ℓ  

黒 斑 病 

赤 星 病 

黒 星 病 

ナシマダラメイガ 

ハ マ キ ム シ 類 

ハ ダ ニ 類 

ナ シ キ ジ ラ ミ 

ケ ム シ 類 

1.黒斑病初期感染の重要な時期であ

る。 

2.ハマキムシ類の多い場合は、ＢＴ

剤（生菌）2,000 倍液、フェニック

ス顆粒水和剤 4,000 倍液、サムコ

ルフロアブル 5,000 倍液のいずれ

かを散布する。 

3.ＢＴ剤（生菌）、サムコル、フェ

ニックスは、蚕毒に特に注意する

（特別指導事項参照）。 

 

 

（   ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

発生病害虫名 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

４

月 

受

粉

直

後 

 

殺 菌 剤 

（ ロブラール水和剤           66g ） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 400～450ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

黒 斑 病 

赤 星 病 

黒 星 病 

1.黒星病は、低温で降雨が多いと発

病しやすい。 

2.赤星病の発生園では、バシタック

水和剤 1,000 倍液を散布する。 

上

旬 

 コンフューザーＮは、この時期から５月中下旬までに、２割を周縁部に８割を園内に均一になるよ

うに、ディスペンサーを対象作物の枝に巻き付け、又は挟み込む。（200 本／10a） 

 対象害虫 ： モモシンクイガ、ナシヒメシンクイ、チャノコカクモンハマキ、チャハマキ、リン

ゴコカクモンハマキ、リンゴモンハマキ（【注意事項】交信かく乱剤の設置時期・量参照） 

落

花

直

後 

 

殺 菌 剤 

  チウラムフロアブル 

  （チオノック､トレノックス）  200mℓ  

  スコア顆粒水和剤              50g 

 のいずれか 

 

殺 虫 剤 

 （別表－２－１による） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 400～450ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

黒 斑 病 

黒 星 病 

赤 星 病 

ナシマダラメイガ 

ハ マ キ ム シ 類 

ア ブ ラ ム シ 類 

ケ ム シ 類 

ハ ダ ニ 類 

ナ シ キ ジ ラ ミ 

1.散布時期が遅れないよう注意す

る。 

2.リンゴハダニの多い場合には殺ダ

ニ剤を散布する（別表－３によ

る）。 

５

月 

前

回

よ

り

７

日

後 

 

殺 菌 剤 

（ ロブドー水和剤           125g ） 

 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 400～450ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

黒 斑 病 

赤 星 病 

黒 星 病 

カ メ ム シ 類 

ハ マ キ ム シ 類 

ナシマダラメイガ 

ハ ダ ニ 類 

1.黒星病、赤星病の発生園では、左

記の殺菌剤と別表－１のＤＭＩ剤

を散布する。 

2.カメムシ類の発生園では、別表－

２－１の殺虫剤を散布する。発生

が多い場合は５～７日後にも散布

する。この散布は幼果にさびが発

生するおそれがあるので、露のあ

る時はさける。 

小

袋

か

け

直

前 

 

殺 菌 剤 

チウラムフロアブル 

  （チオノック､トレノックス）  200mℓ  

 

10a 当り 

散布量 

動噴 400～450ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

黒 斑 病 

黒 星 病 

ミダレカクモンハマキ 

1.ミダレカクモンハマキのふ化期は

長期にわたるので、発生の多い場

合はスピネトラム（ディアナ、デ

リゲート）の 10,000 倍液を散布す

る。 

2.スピネトラム（ディアナ、デリゲ

ート）は蚕毒に特に注意する（特

別指導事項参照）。 

（   ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

発生病害虫名 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

小袋かけ「二十世紀」 1．落花後 10～25 日の間にかける。 

５

月 

下

旬 

 

殺 菌 剤 

（ アントラコール顆粒水和剤    200g ） 

 

 

殺 虫 剤 

ミクロデナポン水和剤        100g 

  スミチオン水和剤          100g 

のいずれか 

 

 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 450～500ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

黒 斑 病 

黒 星 病 

クワコナカイガラムシ 

カ メ ム シ 類 

ア ブ ラ ム シ 類 

ナシヒメシンクイ 

1.アントラコールにかえてポリベリ

ン水和剤 1,500 倍液を散布しても

よい。 

2.標高 600ｍ以下の地帯では、クワコ

ナカイガラムシ越冬卵のふ化がほ

ぼ完了し、防除の重要な時期にな

るので樹全体に十分散布する。 

3.クワコナカイガラムシのみ防除す

る場合は、アプロード水和剤 1,000

倍液を散布してもよい。 

4.アブラムシ類に対しては、別表－

２－１から薬剤を選んで散布す

る。ワタアブラムシに対しては、

有機リン剤の効果が劣ることがあ

るので注意する（別表－２－１を

参照）。 

5.カメムシ類の多発園では殺虫剤

（別表－２－１）をこの時期から

２～３回散布する。 

 

６

月 

上
旬
䦅
中
旬 

 

殺 菌 剤 

 ストロビードライフロアブル  50g 

 ナリアＷＤＧ                50g 

 のいずれか 

 

 

 殺 虫 剤 

 ( ダーズバンＤＦ              33g ) 

 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 450～500ℓ  

ＳＳ 350～400ℓ  
 

黒 斑 病 

黒 星 病 

輪 紋 病 

クワコナカイガラムシ 

ハ マ キ ム シ 類 

ア ブ ラ ム シ 類 

カ メ ム シ 類 

ニセナシサビダニ 

1.左記の殺菌剤にかえてアントラコ

ール顆粒水和剤またはベルクガー

ド水和剤の 500 倍液のいずれかを

散布してもよい。 

2.アントラコールはボルドー液と近

接散布をすると薬害を発生するお

それがあるので注意する。 

3.ストロビーは、ぶどう及びおうと

うに薬害を生じるおそれがあるの

で注意する（別表－１の注意事項

参照）。 

4.ナリアはぶどう「ピオーネ」及び

西洋なし「ル・レクチェ」に対し

て薬害のおそれがあるので注意す

る（別表－１の注意事項参照）。 

5.標高 600ｍ以上の地帯では、６月上

旬にクワコナカイガラムシ越冬卵

のふ化がほぼ完了し、防除の重要

な時期となる。 

6.クワコナカイガラムシのみ防除す

る場合は、アプロード水和剤 1,000

倍液を散布してもよい。 

7.リンゴコカクモンハマキの多発園

では、第１世代幼虫が小袋期間の

末期に果実を加害するので、今回

と次回の防除の徹底をはかる。 

（   ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

発生病害虫名 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

大袋かけ（６月中～下旬） 

1.小袋かけを行わない場合は、６月

上中旬までに実施する。 

2.黒斑病の発生園では、大袋かけ直

前にポリオキシンＡＬ水和剤

1,000 倍液を散布する。 

3.クワコナカイガラムシの発生園で

は、大袋かけの時期は６月 15 日～

25 日頃が適期である。 

６

月 

下

旬 

 

 殺 菌 剤 

（ アリエッティＣ水和剤        125g ） 

 

 

 殺 虫 剤 

  ダイアジノン水和剤           100g 

  サイアノックス水和剤         100g 

  のいずれか      

 

  殺ダニ剤 

  （別表－３による） 

 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 500～550ℓ  

ＳＳ 400～450ℓ  
 

黒 斑 病 

黒 星 病 

輪 紋 病 

カ メ ム シ 類 

ハ ダ ニ 類 

ハ マ キ ム シ 類 

シンクイムシ類 

ニセナシサビダニ 

1.アリエッティＣにかえてベルクー

ト水和剤 1,000 倍液、ベルクート

フロアブル 1,500 倍液、フロンサ

イドＳＣの 2,000 倍液のいずれか

を散布してもよい。 

2.アリエッティＣはぶどうに薬害を

生じるおそれがあるので注意する

（別表－１の注意事項参照）。 

3.フロンサイドは人によってかぶれ

ることがあるので注意する。散布

後の再入園でもかぶれが生じる。 

4.梅雨期に枝の混んでいる園では、

有機リン剤の散布によって、下葉

が黄変落葉することがある。 

5.この時期からハダニ類の発生が増

加するので、発生初期に防除する。 

6.枝幹にも薬液が十分かかるよう散

布する。 

７

月 

上
旬
䦅
中
旬 

 

 殺 菌 剤 

  有機銅水和剤 80 

  （オキシンドー、キノンドー）   83g 

  有機銅フロアブル 

   （キノンドー、ドキリン）      100mℓ  

  のいずれか 

 

 殺 虫 剤 

  ダーズバンＤＦ            33g 

ジノテフラン顆粒水溶剤  

（アルバリン、スタークル）    50g 

のいずれか 

 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 600～650ℓ  

ＳＳ 400～450ℓ   
 

黒 斑 病 

輪 紋 病 

う ど ん こ 病 

クワコナカイガラムシ 

シンクイムシ類 

カ メ ム シ 類 

ナ シ グ ン バ イ 

ナ シ ホ ソ ガ 

ハ ダ ニ 類 

1.「二十世紀」の有袋栽培では、こ

の回と次回、左記の殺菌剤にかえ

て、４－８式ボルドー液を散布し

てもよい。 

2.標高 600ｍ以下の地帯では、クワコ

ナカイガラムシ第１世代幼虫が発

生してくるので、防除の重要な時

期である。 

3.この時期はナシヒメシンクイの防

除上、最も大切な時期である。 

4.果樹カメムシ多発年は、この時期

に飛来が多い。カメムシが多い場

合はこの時期から約７日毎に２～

３回殺虫剤を散布する。 

5.ナシホソガ成虫の発生期になるの

で、多発園では７月中旬に別表－

２－１の殺虫剤を散布する。 

6.ジノテフラン（アルバリン、スタ

ークル）は、蚕毒に特に注意する

（特別指導事項参照）。 

（   ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

発生病害虫名 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

７

月 

下

旬 

殺 菌 剤 

  有機銅水和剤 80 

   （オキシンドー、キノンドー）   83g 

  有機銅フロアブル 

   （キノンドー、ドキリン）      100mℓ  

  のいずれか 

  

殺 虫 剤 

  スミチオン水和剤             100g 

    ダントツ水溶剤               50g 

   のいずれか 

  

殺ダニ剤 

  （別表－３による） 

10a 当り 

散布量 

動噴 600～650ℓ  

ＳＳ 400～450ℓ   
 

黒 斑 病 

カ メ ム シ 類 

シンクイムシ類 

ハ ダ ニ 類 

クワコナカイガラムシ 

ハ マ キ ム シ 類 

1.ハダニ類はこの時期に高温乾燥傾

向になると多発しやすくなるの

で、梅雨明け時期に注意して殺ダ

ニ剤を散布する。 

2.ハダニ類が多発すると葉の黒変、

早期落葉の原因となるため、発生

初期に徹底した防除をする。殺ダ

ニ剤はローテーションを考えて選

択する。 

3.左記の殺虫剤にかえてバリアード

顆粒水和剤、モスピラン顆粒水溶

剤の 2,000 倍液のいずれかを散布

してもよい。 

4.ダントツ、バリアード、モスピラ

ンは、蚕毒に特に注意する（特別

指導事項参照）。 

 

８

月 
上
旬 

 

殺 菌 剤 

  ベルクート水和剤       100g 

  ベルクートフロアブル      66mℓ  

    のいずれか 

 

 

殺 虫 剤 

 （モスピラン顆粒水溶剤   50g） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 600～650ℓ  

ＳＳ 350～400ℓ  
 

黒 斑 病 

う ど ん こ 病 

クワコナカイガラムシ 

シンクイムシ類 

ナ シ グ ン バ イ 

ハ ダ ニ 類 

カ メ ム シ 類 

1.左記の殺菌剤にかえて、ストロビ

ードライフロアブル 2,000 倍液を

散布してもよい。 

2.ストロビーは、ぶどう及びおうと

うに薬害を生ずるおそれがあるの

で注意する（別表－１の注意事項

参照）。 

3.標高 600ｍ以上の地帯では、クワコ

ナカイガラムシ第 1 世代幼虫が発

生し、この世代の産卵した卵で越

冬するので、徹底した防除をする。 

4.カメムシ類の多発園では今回散布

５～７日後に別表－２－１の殺虫

剤を散布してもよい。 

5.モスピランは、蚕毒に特に注意す

る（特別指導事項参照）。 

（   ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

発生病害虫名 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

８

月 

中

旬

䦅

下

旬 

 

殺 菌 剤 

（ ロブドー水和剤            125g ） 

 

殺 虫 剤 

（ スミチオン水和剤           100g ） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 600～650ℓ  

ＳＳ 350～400ℓ  
 

黒 斑 病 

黒 星 病 

カ メ ム シ 類 

シンクイムシ類 

ハ マ キ ム シ 類 

ハ ダ ニ 類 

1.ハマキムシ類の多い場合には、ス

ミチオンにかえて別表－２－１の

殺虫剤を散布する。 

2.カメムシ類の多発園では今回の散

布５～７日後に別表－２－１の殺

虫剤を散布する。 

3.ハダニ類の多い場合には殺ダニ剤

を散布する。 

4.「南水」でシンクイムシ類の多い

場合は、アグロスリン水和剤、ロ

ディー水和剤の 1,000 倍液、スカ

ウトフロアブル、バリアード顆粒

水和剤の 2,000 倍液、エクシレル

ＳＥ、ヨーバルフロアブルの 5,000

倍液のいずれかを散布してもよ

い。 

5.合成ピレスロイド剤は、蚕毒・魚

毒に、エクシレル、バリアード、

ヨーバルは蚕毒に特に注意する

（特別指導事項参照）。 

９

月 

上

旬 

 

殺 菌 剤 

（ オキシラン水和剤            200g ） 

    

 

10a 当り 

散布量 

動噴 600～650ℓ  

ＳＳ 350～400ℓ   
 

黒 斑 病 

黒 星 病 

シンクイムシ類 

吸 蛾 類 

1.オキシラン水和剤にかえて有機銅

水和剤 80（オキシンドー、キノン

ドー）1,200 倍液又は有機銅フロア

ブル（キノンドー、ドキリン）1,000

倍液を散布してもよい。 

2. 「南水」園で黒斑病の発生が多い

場合は、９月中旬にも有機銅フロ

アブル（キノンドー、ドキリン）

の 1,000 倍液を散布する。 

3.黒星病の多い園では、収穫直後に

有機銅フロアブル（キノンドー、

ドキリン）の 1,000 倍液又は有機

銅水和剤 80（オキシンドー、キノ

ンドー）の 1,200 倍液を散布する。 

4.「南水」でシンクイムシ類の多い

場合は、アグロスリン、ロディー

水和剤 1,000 倍液、スカウトフロ

アブル、ジノテフラン（アルバリ

ン、スタークル）顆粒水溶剤、バ

リアード顆粒水和剤の 2,000 倍液

のいずれかを散布する。 

5.合成ピレスロイド剤は、蚕毒・魚

毒に、ジノテフラン（アルバリン、

スタークル）、バリアードは、蚕

毒に特に注意する（特別指導事項

参照）。 

 

農薬の使用回数の注意 

 使用回数は、収穫後から翌年の収穫までの期間の使用回数であるので注意する。 

（   ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

 

（2）「幸水」・「豊水」 

農薬の使用回数は、前年の収穫後から本年の収穫までの期間の使用回数であるので注意する。 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

発生病害虫名 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

休 

眠 

期 

黒星病 ： 発生地帯では落葉を焼却するか埋却する。 

胴枯病 ： 被害枝は切り取り、患部は削り取ってその痕にトップジンＭペーストを塗布する。

本病原菌は心腐れ症の原因となる。 

ナシマダラメイガ（ナシオオシンクイ）： 被害芽（ぼけ芽）を剪除する。 

その他 ： 粗皮削りを実施して越冬病害虫を除去する。 

発 

芽 

直 

前 

 

  石灰硫黄合剤             14ℓ  

  アルタベールフロアブル       2.5ℓ  

のいずれか 

 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 350ℓ  

ＳＳ 300ℓ  
 

黒 星 病 

胴 枯 病 

カイガラムシ類 

ハ ダ ニ 類 

ニセナシサビダニ 

1.温暖無風な時を選んで散布する。 

2.石灰硫黄合剤を使用する場合は、    

石灰硫黄合剤 14ℓ に対し、水 86ℓ

とする。 

3.リンゴハダニの越冬卵やナシマル

カイガラムシが多い場合には、マ

シン油乳剤 50 倍液を散布する。 

4.前年にニセナシサビダニの被害が

多かった場合はマシン油乳剤50倍

液又はクムラスの 300 倍液を散布

してもよい。なお、クムラスは石

灰硫黄合剤との混用はできない。 

5. マシン油乳剤は、商品ごとに登録

内容を確認すること。 

䥹
発
芽
１
週
間
後
䥺 

り
ん
ぽ
う
脱
落
直
前 

 

殺 菌 剤 

（ ＩＣボルドー48Ｑ       3.3kg） 

 

殺 虫 剤 

ダイアジノン水和剤         100g 

サイアノックス水和剤         100g 

オリオン水和剤            100g 

のいずれか 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 350ℓ  

ＳＳ 300ℓ  

  

黒 星 病 

胴 枯 病 

ハ マ キ ム シ 類 

ナシマダラメイガ 

ナ シ キ ジ ラ ミ 

1.散布時期が遅れたり、散布直後に

降雨があると薬害を生ずることが

ある。 

2.オリオンは蚕毒に特に注意する

（特別指導事項参照）。 

3.訪花昆虫を保護する場合は、殺虫

剤をＢＴ（生菌）又はカスケード

乳剤 2,000 倍液のいずれかにかえ

る。 

4.ＢＴ剤、カスケードは蚕毒に特に

注意する（特別指導事項参照）。 

 

４

月 

開
花
直
前
䣚
１
䦅
２
分
咲
䣛 

 

殺 菌 剤 

ＤＭＩ剤（別表－１による）  

  ミギワ２０フロアブル    25mℓ  

  のいずれか 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 350ℓ  

ＳＳ 300ℓ  
 

黒 星 病 

赤 星 病 

ハ マ キ ム シ 類 

ナシマダラメイガ 

ケ ム シ 類 

ナシキジラミ  

1.開花直前～落花直後は、黒星病防

除の重要時期である。散布むらの

ないよう丁寧に散布する。 

2.ハマキムシ類の多い場合は、ＢＴ

剤（生菌）2,000 倍液、サムコルフ

ロアブル 5,000 倍液のいずれかを

散布する。 

3.ＢＴ剤、サムコルは蚕毒に特に注

意する（特別指導事項参照）。 

（  ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

発生病害虫名 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

５

月 

上

旬 

コンフューザーＮは、この時期から５月中下旬までに、２割を周縁部に８割を園内に均一になる

ように、ディスペンサーを対象作物の枝に巻き付け、又は挟み込む(200 本 /10a)。  

対象害虫：モモシンクイガ、ナシヒメシンクイ、チャノコカクモンハマキ、チャハマキ、 

リンゴコカクモンハマキ、リンゴモンハマキ（【注意事項】交信かく乱剤の設置時期・

量参照） 

落

花

直 

後 

 

殺 菌 剤 

ＤＭＩ剤（別表－１による） 

カナメフロアブル      12mℓ  

  のいずれか 

 

殺 虫 剤 

  （別表－２－１による） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 350～400ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

黒 星 病 

赤 星 病 

心腐れ症（幸水） 

ナシマダラメイガ 

ハ マ キ ム シ 類 

ア ブ ラ ム シ 類 

ケ ム シ 類 

ハ ダ ニ 類 

ナシキジラミ  

1.心腐れ症は、胴枯病菌の感染によ

る果実腐敗である。 

2. 左記の殺菌剤にかえてフルーツ

セイバーの 2,000 倍液を散布して

もよい。 

3.リンゴハダニが多い場合には殺ダ

ニ剤を散布する（別表－３によ

る）。 

前

回

よ

り

10

日

後 

 

殺 菌 剤 

チウラムフロアブル 

  （チオノック､トレノックス）  200mℓ  

デランフロアブル       100mℓ  

のいずれか 

 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 400～450ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

黒 星 病 

赤 星 病 

心腐れ症（幸水） 

カ メ ム シ 類 

ハ マ キ ム シ 類 

ハ ダ ニ 類 

クワコナカイガラムシ 

1.黒星病の多発が予想される場合に

は、ユニックス顆粒水和剤の 2,000

倍液、スクレアフロアブル、ファ

ンタジスタ顆粒水和剤の 3,000 倍

液のいずれかを散布する。 

2.デランは浸達性展着剤（アプロー

チＢＩなど）を加用して使用する

と薬害を生じるので加用しない。 

3.ユニックスはおうとうに対して薬

害を生じるおそれがあるので、か

からないようにする。 

4.ミダレカクモンハマキのふ化期は

長期にわたるので、発生の多い場

合はスピネトラム（ディアナ、デ

リゲート）の 10,000 倍液を散布す

る。 

5.スピネトラム（ディアナ、デリゲ

ート）は蚕毒に特に注意する（特

別指導事項参照）。 

6.カメムシ類の発生園では別表－２

－１の殺虫剤を散布する。発生が

多い場合は５～７日後にも散布す

る。 

  

 

 

 

（  ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

発生病害虫名 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

５

月 

下

旬 

 

殺 菌 剤 

  チウラムフロアブル 

  （チオノック､トレノックス）  200mℓ  

デランフロアブル       100mℓ  

    のいずれか 

 

殺 虫 剤 

  ミクロデナポン水和剤         100g 

  スミチオン水和剤          100g 

のいずれか 

 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 400～450ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

黒 星 病 

心腐れ症（幸水） 

ア ブ ラ ム シ 類 

カ メ ム シ 類 

クワコナカイガラムシ 

ナ シ グ ン バ イ 

シンクイムシ類 

ヒ メ ボ ク ト ウ 

1.標高 600ｍ以下の地帯では、クワコ

ナカイガラムシ越冬卵のふ化がほ

ぼ完了し、防除の重要な時期であ

る。 

2.クワコナカイガラムシのみ防除す

る場合は、アプロード水和剤 1,000

倍液を散布してもよい。 

3.アブラムシ類に対しては、別表－

２－１から薬剤を選んで散布す

る。 

4.ワタアブラムシに対して有機リン

剤は効果が劣ることがあるので注

意する（別表－２－１を参照）。 

5.ヒメボクトウ発生園では、６月上

旬までにボクトウコン－Ｈを設置

する(100 本/10a) 。また、この時

期以降虫糞の排出が確認された場

合にロビンフッドを処理する。ロ

ビンフッドの使用回数は５回まで

なので注意する（使用方法はりん

ご総括注意の項参照）。 

6.ロビンフッドは蚕毒に特に注意す

る（特別指導事項参照）。 

６

月 

上
旬
䦅
中
旬 

 

殺 菌 剤 

ベルクート水和剤          100g 

  ベルクートフロアブル         66g 

 のいずれか 

 

 

殺 虫 剤 

( ダーズバンＤＦ              33g ) 

 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 400～450ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

輪 紋 病 

黒 星 病 

心腐れ症（幸水） 

ハ マ キ ム シ 類 

シンクイムシ類 

クワコナカイガラムシ 

ア ブ ラ ム シ 類 

カ メ ム シ 類 

ヒ メ ボ ク ト ウ 

ニセナシサビダニ 

1.「幸水」では６月中旬～７月上旬

が黒星病の果実感染を防ぐ重要な

時期である。 

2.左記の殺菌剤にかえてベフキノン

水和剤 1,000 倍液を散布してもよ

い。 

3.リンゴコカクモンハマキの第 1 世

代幼虫が発生してくる。今回と次

回が防除の重要な時期である。 

4.標高 600ｍ以上の地帯では６月上

旬にクワコナカイガラムシの越冬

卵のふ化がほぼ完了し、防除の重

要な時期である。 

5.クワコナカイガラムシのみ防除す

る場合は、アプロード水和剤 1,000

倍液を散布してもよい。 

下

旬 

 
殺 菌 剤 

ストロビードライフロアブル  50g 

 ナリアＷＤＧ                  50g 

 のいずれか 

殺 虫 剤 

（ サイアノックス水和剤       100g ） 

殺ダニ剤 

  （別表－３による） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 400～450ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

輪 紋 病 

黒 星 病 

胴 枯 病 

心腐れ症（幸水） 

ハ ダ ニ 類 

カ メ ム シ 類 

シンクイムシ類 

ハ マ キ ム シ 類 

ナシマダラメイガ 

ヒ メ ボ ク ト ウ 

ニセナシサビダニ 

1.ストロビーはおうとう及びぶどう

に対して薬害を生じる場合がある

ので注意する（別表－１の注意事

項参照）。 

2.ナリアはぶどう「ピオーネ」及び

西洋なし「ル・レクチェ」に薬害

を生ずる場合があるので注意する

（別表－１の注意事項参照）。 

3.梅雨期に枝の混んでいる園では、

有機リン剤の散布によって、下葉

が黄変落葉することがある。 

4.この時期からハダニ類の発生が増

加するので、発生初期に防除する。 

（  ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

発生病害虫名 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

７

月 

上

旬 

 
殺 菌 剤 

  キャプレート水和剤         166g 

  ベルクート水和剤       100g 

  ベルクートフロアブル        66mℓ  

 のいずれか 

  

殺 虫 剤 

サイアノックス水和剤         100g 

ダイアジノン水和剤           100g 

ジノテフラン顆粒水溶剤 

（アルバリン、スタークル）    50g 

のいずれか 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 450～500ℓ  

ＳＳ 400ℓ  
 

輪 紋 病 

黒 星 病 

胴 枯 病 

う ど ん こ 病 

シンクイムシ類 

カ メ ム シ 類 

ハ ダ ニ 類 

ナシマダラメイガ 

ヒ メ ボ ク ト ウ 

1.果樹カメムシは、この時期に飛来

が多い。カメムシが多い場合は、

この時期から約７日毎に２～３回

殺虫剤を散布する。 

2.カメムシ類を防除対象としない場

合は、フェニックス顆粒水和剤

4,000 倍液、フェニックスフロアブ

ル 4,000 倍液、エクシレルＳＥ、

ヨーバルフロアブル 5,000 倍液の

いずれかを散布してもよい。 

3.エクシレル、ジノテフラン（アル

バリン、スタークル）、フェニッ

クス、ヨーバルは、蚕毒に特に注

意する（特別指導事項参照）。 

 

中

旬 

 

殺 菌 剤 

  有機銅水和剤 80 

    （オキシンドー、キノンドー）  83g 

  有機銅フロアブル 

    （キノンドー、ドキリン）   100mℓ  

 のいずれか 

  

殺 虫 剤  

 （ ダイアジノン水和剤          100g ） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 450～500ℓ  

ＳＳ 400ℓ  
 

輪 紋 病 

黒 星 病 

胴 枯 病 

う ど ん こ 病 

シンクイムシ類 

カ メ ム シ 類 

クワコナカイガラムシ 

ナ シ ホ ソ ガ 

ヒ メ ボ ク ト ウ 

ハ ダ ニ 類 

1.カメムシ類の多い場合は、別表－

２－１の殺虫剤を散布する。 

2.標高 600ｍ以下の地帯では、クワコ

ナカイガラムシ第１世代幼虫が発

生してくるので、防除の重要な時

期である。 

下

旬 

 

殺 菌 剤 

  有機銅水和剤 80 

    （オキシンドー、キノンドー）  83g 

  有機銅フロアブル 

    （キノンドー、ドキリン）   100mℓ  

  オキシラン水和剤       200ｇ 

 のいずれか 

 

殺 虫 剤  

ダイアジノン水和剤          100g 

ダントツ水溶剤                50g 

モスピラン顆粒水溶剤          50g 

のいずれか 

  

 殺ダニ剤  

 （別表－３による） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 450～500ℓ  

ＳＳ 400ℓ  

  

輪 紋 病 

黒 星 病 

胴 枯 病 

シンクイムシ類 

ハ ダ ニ 類 

カ メ ム シ 類 

クワコナカイガラムシ 

ナ シ ホ ソ ガ 

ヒ メ ボ ク ト ウ 

1.ハダニ類はこの時期に高温乾燥傾

向になると多発しやすくなるの

で、梅雨明け時期に注意して殺ダ

ニ剤を散布する。 

2.ハダニ類が多発すると葉の黒変、

早期落葉の原因となるので、発生

初期に徹底して防除する。殺ダニ

剤はローテーションを考えて選択

する。 

3.ダントツ、モスピランは、蚕毒に

特に注意する（特別指導事項参

照）。 

 

（  ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

発生病害虫名 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

８

月 

上

旬 

 

殺 菌 剤 

  ベルクート水和剤       100g 

  ベルクートフロアブル      66mℓ  

 のいずれか 

  

殺 虫 剤 

アグロスリン水和剤           100g 

スカウトフロアブル          50mℓ  

ロディー水和剤              100g 

バリアード顆粒水和剤          50g 

ジノテフラン顆粒水溶剤 

（アルバリン、スタークル）    50g 

のいずれか 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 450～500ℓ  

ＳＳ 400ℓ  
 

黒 星 病 

う ど ん こ 病 

シンクイムシ類 

クワコナカイガラムシ 

ハ ダ ニ 類 

ハ マ キ ム シ 類 

カ メ ム シ 類 

1.黒星病の多い園では収穫直後に有

機銅水和剤 80（オキシンドー、キ

ノンドー）の 1,200 倍液あるいは

有機銅フロアブル（キノンドー、

ドキリン）の 1,000 倍液を散布す

る。 

2.カメムシ類が多い場合は、左記の

剤にかえて別表－２－１から選択

してもよい。 

3.標高 600ｍ以上の地帯ではクワコ

ナカイガラムシ第１世代成虫が発

生し、この世代が産卵した卵で越

冬するので徹底して防除する。 

4.ハダニ類の発生園では殺ダニ剤を

散布する。 

5.合成ピレスロイド剤は蚕毒・魚毒

に、バリアード、ジノテフラン（ア

ルバリン、スタークル）は、蚕毒

に特に注意する（特別指導事項参

照）。 

中

・

下

旬 

「豊水」 

 殺 虫 剤 

アーデント水和剤             100g 

サイハロン水和剤              50g 

テルスター水和剤             100g 

バリアード顆粒水和剤          50g 

のいずれか 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 450～500ℓ  

ＳＳ 400ℓ  
 

輪 紋 病 

黒 星 病 

う ど ん こ 病 

シンクイムシ類 

クワコナカイガラムシ 

ハ マ キ ム シ 類 

カ メ ム シ 類 

ハ ダ ニ 類 

1.合成ピレスロイド剤は蚕毒・魚毒

に、バリアードは、蚕毒に特に注

意する（特別指導事項参照）。 

 

９

月 

上

旬 

「豊水」 

 殺 虫 剤 

アグロスリン水和剤           100g 

ロディー水和剤               100g 

スカウトフロアブル            50mℓ  

ジノテフラン顆粒水溶剤 

（アルバリン、スタークル）    50g 

のいずれか 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 450～500ℓ  

ＳＳ 400ℓ  
 

1.標高 600ｍ以下の地域では、クワコ

ナカイガラムシ第２世代幼虫の出

現期にあたる。 

2.合成ピレスロイド剤は、蚕毒・魚

毒に、ジノテフラン（アルバリン、

スタークル）は、蚕毒に特に注意

する（特別指導事項）。 

3.黒星病の多発園では鱗片への感染

を防止する目的で10月中旬に有機

銅フロアブル（キノンドー、ドキ

リン）の 1,000 倍液を散布する。 

 

農薬の使用回数の注意 

 使用回数は、収穫後から翌年の収穫までの期間の使用回数であるので注意する。 

 

（  ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

（３）西洋なし（この暦は有袋栽培を中心にしている。無袋栽培では農薬安全使用基準に注意するとともに、
注意事項を参照する。） 

農薬の使用回数は、収穫後から本年の収穫までの期間の使用回数であるので注意する。 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

主要発生病害虫 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

休 

眠 

期 

腐らん病、胴枯病 ： 被害枝は切り取り、患部は削り取ってその痕にトップジンＭペースト

を塗布する。 

３
月
下
旬 

発
芽
前 

 

   水            （86ℓ ） 

 

   石灰硫黄合剤        14ℓ  

 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 350ℓ  

ＳＳ 300ℓ  
 

胴 枯 病 

腐 ら ん 病 

ハ モ グ リ ダ ニ 

ナシマルカイガラムシ 

リ ン ゴ ハ ダ ニ 

1.暖かい日を選んでていねいに散布

する。 

2.薬剤散布前に粗皮けずりを実行す

る。 

3.石灰硫黄合剤にかえてトップジン

Ｍ水和剤 1,000 倍液を散布しても

よい。 

4.ナシマダラメイガの被害芽を剪除

する。 

5.リンゴハダニの越冬卵やナシマル

カイガラムシが多い場合にはマシ

ン油乳剤50倍液を散布する。なお、

マシン油乳剤は、商品ごとに登録

内容を確認すること。 

 

４
月
中
旬 

開
花
前 

 

殺 虫 剤 

（カスケード乳剤   50 mℓ ） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 350ℓ  

ＳＳ 300ℓ  
 

ナシマダラメイガ 

ハ マ キ ム シ 類 

ナ シ ミ ハ バ チ 

ナ シ キ ジ ラ ミ 

1.カスケードは、蚕毒に特に注意す

る（特別指導事項参照）。 

５
月
上
旬 

落
花
直
後 

 

殺 虫 剤 

  （別表－２－１による） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 400～450ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

ケ ム シ 類 

リ ン ゴ ハ ダ ニ 

ア ブ ラ ム シ 類 

ハ マ キ ム シ 類 

ナシマダラメイガ 

ナ シ ミ ハ バ チ 

ナ シ キ ジ ラ ミ 

1.リンゴハダニの多い場合は、殺ダ

ニ剤を散布する（別表－３参照）。 

 

５
月
中
旬 

 

殺 菌 剤 

 （キャプレート水和剤     166g） 

 

 炭酸カルシウム水和剤   1kg 

  

殺 虫 剤 

ダントツ水溶剤                25g 

モスピラン顆粒水溶剤          25g 

のいずれか 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 400～450ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

輪 紋 病 

胴 枯 病 

腐 ら ん 病 

黒 点 病 

カ メ ム シ 類 

ア ブ ラ ム シ 類 

ケ ム シ 類 

ミダレカクモンハマキ 

1.胴枯病の枝への感染防止にはこの

時期の防除が重要である。 

2.腐らん病の被害が目立ってくるの

で、園内を一斉点検し処理する。 

3.炭酸カルシウム水和剤（クレフノ

ン、アプロン）100 倍を殺菌剤に加

用するとさび果の発生が軽減され

る。 

4.ダントツ、モスピランは、蚕毒に

特に注意する（特別指導事項参

照）。 

 

（  ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

主要発生病害虫 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

５
月
下
旬 

 

殺 菌 剤 

  キャプレート水和剤     166g 

  ストロビードライフロアブル  50g 

  のいずれか 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 400～450ℓ  

ＳＳ 350ℓ  
 

輪 紋 病 

胴 枯 病 

腐 ら ん 病 

黒 点 病 

カ メ ム シ 類 

ア ブ ラ ム シ 類 

クワコナカイガラムシ 

ケ ム シ 類 

 

1.これ以降袋掛けは、殺菌剤散布後

早めに行う。 

2.ストロビーは、開花始めから落花

30 日後頃までの散布において、日

本なしに薬害を発生させるおそれ

があるので注意する。 

3.ストロビーは、ぶどう及びおうと

うに薬害を生ずるおそれがあるの

で注意する（別表－１の注意事項

参照）。 

4.クワコナカイガラムシの防除適期

である。 

６
月
上
旬 

 

 殺 菌 剤 

  オキシラン水和剤        200g 

  キャプレート水和剤      166g 

  有機銅水和剤 80 

     （オキシンドー、キノンドー） 83g 

  のいずれか 

 

炭酸カルシウム水和剤   1kg 

 
 

10a 当り 

散布量 

動噴 450～500ℓ  

ＳＳ 350～400ℓ  

輪 紋 病 

胴 枯 病 

黒 点 病 

カ メ ム シ 類 

ア ブ ラ ム シ 類 

クワコナカイガラムシ 

1.カメムシ類の多い場合は、殺虫剤

を散布する（別表－２－１参照）。 

2.ナシマダラメイガの被害果は除去

し処分する。 

 

６
月
中
旬 

毛
振
る
い
後 

 

殺 菌 剤 

  ストロビードライフロアブル  50g 

  ナリアＷＤＧ              50g 

  のいずれか 

 

殺 虫 剤 

 （サイアノックス水和剤  100g） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 450～500ℓ  

ＳＳ 350～400ℓ  
 

輪 紋 病 

胴 枯 病 

ハ マ キ ム シ 類 

ア ブ ラ ム シ 類 

シンクイムシ類 

ナ シ グ ン バ イ 

カ メ ム シ 類 

1.この時期以降、輪紋病の重要な防

除時期となる。 

2.無袋栽培ではＩＣボルドー412 の

30 倍液を散布してもよい。ただし、

無袋栽培ではさび果の発生が多く

なる。 

3.ストロビーはぶどう及びおうとう

に薬害を生ずるおそれがあるので

注意する（別表－１の注意事項参

照）。 

4.ナリアは「ル・レクチェ」果実に

薬害（さび）を生ずるおそれがあ

る。また、ぶどう「ピオーネ」に

薬害のおそれがあるので注意する

（別表－１の注意事項参照）。 

5.毛振るい前はさび果を生じやすい

ので、乳剤類は使用しない。 

6.ナシマダラメイガの被害果は除去

し処分する。 

 

（  ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

主要発生病害虫 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

６
月
下
旬
䦅
７
月
上
旬 

 

殺 菌 剤 

  オキシラン水和剤        200g 

  キャプレート水和剤       166g 

  有機銅水和剤 80 

     （オキシンドー、キノンドー） 83g 

  のいずれか 

  

殺 虫 剤 

   サイアノックス水和剤     100g 

   ジノテフラン顆粒水溶剤 

  （アルバリン、スタークル）  50g 

    のいずれか 

 

殺ダニ剤 

  （別表－３による） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 500～550ℓ  

ＳＳ 400～450ℓ  
 

輪 紋 病 

胴 枯 病 

シンクイムシ類 

カ メ ム シ 類 

ハ ダ ニ 類 

ハ マ キ ム シ 類 

ナシマダラメイガ 

1.ナシマダラメイガの産卵期に当た

るので、無袋栽培では注意する。 

2.カメムシ類の発生園ではカメムシ

類に対する殺虫剤を散布する（別

表－２－１参照）。 

3.ハダニ類はこれから急激に増加す

るので、防除が遅れないようにす

る。 

4.ジノテフラン（アルバリン、スタ

ークル）は、蚕毒に特に注意する

（特別指導事項参照）。 

 

７ 

月 

中 

旬 

 

 殺 菌 剤 

  ベルクート水和剤      100g 

  ベルクートフロアブル         66g 

  オキシラン水和剤      200g 

  有機銅水和剤 80 

  （オキシンドー、キノンドー） 83g 

 のいずれか 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 500～550ℓ  

ＳＳ 400～450ℓ  
 

輪 紋 病 

胴 枯 病 

ハ ダ ニ 類 

シンクイムシ類 

カ メ ム シ 類 

1.高温乾燥期になり、葉やけなど薬

害が発生しやすくなる。朝の涼し

い時に散布する。 

2.ベルクートは、「ル・レクチェ」

に薬害を生ずるので使用しない。 

3.無袋栽培では、シンクイムシ類に

対する殺虫剤を散布する（別表－

２－１参照）。 

 

７
月
下
旬
䦅
８
月
上
旬 

 

 殺 菌 剤 

  オキシラン水和剤       200g 

  有機銅水和剤 80 

     （オキシンドー、キノンドー） 83g 

  ベフキノン水和剤       100g 

  ベルクート水和剤       100g 

    ベルクートフロアブル          66g 

  のいずれか 

 

殺 虫 剤 

（別表－２－１による） 

 

殺ダニ剤 

 （別表－３による） 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 500～550ℓ  

ＳＳ 400～450ℓ  
 

輪 紋 病 

胴 枯 病 

ハ マ キ ム シ 類 

シンクイムシ類 

カ メ ム シ 類 

1.無袋栽培では、この回と次回はベ

ルクートを用い、間隔を開けすぎ

ないように散布する。また、これ

以降は、汚れが発生する炭酸カル

シウム水和剤は使用しない。 

2.ベフキノン、ベルクートは、「ル・

レクチェ」に薬害を生じるので使

用しない。 

3.ナシマダラメイガの被害果は除去

し処分する。 

4.ハダニ類が発生すると葉が黒変

し、早期落葉の原因となるので、

発生初期のうちに防除する。 

 

 

 

 

 

 

 

（  ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

時期 

 

散布薬剤と薬量（水 100ℓ 当り） 

及び散布量 

主要発生病害虫 

太字は防除         

重要病害虫 

注  意  事  項 

８
月
中
旬 

 

殺 菌 剤 

  オキシラン水和剤       200g 

  有機銅水和剤 80 

     （オキシンドー、キノンドー） 83g 

  ベフキノン水和剤       100g 

  ベルクート水和剤       100g 

    ベルクートフロアブル          66g 

  のいずれか 

 

10a 当り 

散布量 

動噴 500～550ℓ  

ＳＳ 400～450ℓ  
 

輪 紋 病 

胴 枯 病 

ハ ダ ニ 類 

ナ シ グ ン バ イ 

シンクイムシ類 

1.無袋栽培の晩生種では、９月上旬

にもオキシラン又は有機銅水和剤

80 を散布する。 

2.ベフキノン、ベルクートは、「ル・

レクチェ」に薬害を生じるので使

用しない。 

3.無袋栽培ではシンクイムシ類に対

する殺虫剤を散布する（別表－２

－１参照）。 

 

農薬の使用回数の注意 
 使用回数は、収穫後から翌年の収穫までの期間の使用回数であるので注意する。 

 

 

【病害防除の留意点】 

1.紋羽病は、早期発見に努める。発病を認めたとき、感染の疑いのあるときには「果樹の土壌病害」の項を参照

する。 

2.薬液は、樹全体にまんべんなくかかるようにする。 

3.赤星病は、ビャクシン類を中間宿主とするので、ビャクシン類が多いところでは注意し、可能であればビャク

シン類を伐採する。コニファー（西洋ビャクシン）の中にも赤星病の中間宿主となる品種があるので注意する。 

4.胴枯病菌は、凍寒害や日焼けなどの傷口から侵入するので、樹を健全に保ち、晩秋に石灰硫黄合剤７倍液を散

布すると発病が軽減される。 

5.落葉は、黒星病菌など病害虫の越冬源となるので、ていねいに集め焼却するか埋却する。 

6.赤衣病、胴枯病、輪紋病などの枝幹性病害が多発傾向にあるので、薬剤散布の場合は枝幹部まで十分散布する。 

7.えそ斑点病の発生樹はなるべく伐採するか、着果量を少なくし、樹勢の維持増進をはかる。 

（  ） 



―果樹類―                                        ―な し― 

【別表－１】殺菌剤の適用病害に対する使用方法及び効果 

・使用にあたっては、登録内容を再確認すること（表中の登録内容は令和５年 11 月 30 日現在）。 

薬  剤  名 

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
䤀
ド 

(

収
穫
前
日
数)

 

使

用

基

準 

䥹

以

内

䥺 

使

用

回

数 

希
釈
倍
数
䥹
倍
䥺 

対象病害に対する効果 
注
意
事
項
番
号 

黒

斑

病 

黒

星

病 

赤

星

病 

輪

紋

病 

う
ど
ん
こ
病 

心

腐

れ

症 

Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤 

アンビルフロアブル 

3 

７日 ３回 2,000  ○* ○  ○  1,2 

インダーフロアブル ７日 ３回 12,000  ○* ○    1,2 

スコア顆粒水和剤 14 日 ３回 
2,000 ○* ○ ○ ○   

1,2,10 
4,000  ○* ○*    

トリフミン水和剤 前日 ３回 3,000  ○* ○*    1,2 

ラリー水和剤 14 日 ３回 3,000  ○* ○*    1,2 

           
ベンゾイ

ミダゾー

ル系剤及

び混合剤 

トップジンＭ水和剤 
1 

前日 ６回 1,500  ○*  ○ ○* ○* 1 

ベンレート水和剤 前日 ４回 3,000  ○*  ○ ○* ○* 1 

キャプレート水和剤 M4+1 ７日 ４回 600  ○*  ○   1,19 

ポリオキ

シン剤及

び混合剤 

ポリオキシンＡＬ水和剤 19 ７日 ５回 1,000 ○*    ○*  1 

ポリベリン水和剤 M7+19 14 日 ３回 1,500 ○* ○  ○ ○  1,20 

ロブラー

ル及び混

合剤 

ロブラール水和剤 2 14 日 ５回 1,500 ○*      1 

ロブドー水和剤 2+M1 14 日 ５回 800 ○* ○     1,19 

ＱｏＩ剤 

及び混合

剤 

スクレアフロアブル 

11 前日 ３回 

3,000  ○*  ○ ○ ○ 1,3 

ストロビー 

ドライフロアブル 

2,000 ○*   ○* ○  
1,3,5,13 

3,000 ○ ○*  ○ ○  

ファンタジスタ顆粒水和剤 3,000 ○ ○*  ○  ○ 1,3,20,21 

ナリアＷＤＧ 11+7 前日 ３回 2,000 ○* ○*  ○* ○*  
1,3,11, 

15,19 

ＳＤＨＩ剤 

カナメフロアブル 

7 

前日 ３回 8,000  ○* ○    
1,3,19, 

20,21 

バシタック水和剤 60 日 ５回 1,000   ○*    1,3,20 

フルーツセイバー 前日 ３回 2,000  ○* ○  ○  1,3 

ユニックス顆粒水和剤 9 21 日 ３回 2,000 ○ ○*     16,21 

ミギワ２０フロアブル 52 前日 ３回 4,000  ○*   ○  1,3 

有
機
銅
剤
及
び
混
合
剤 

オキシンドー水和剤 80 

M1 ３日 ９回 

1,200 ○* ○*  ○   
4,19 

キノンドー水和剤 80 1,200 ○* ○*  ○   

キノンドーフロアブル 1,000 ○* ○*  ○   
4,19 

ドキリンフロアブル 1,000 ○* ○*  ○   

オキシラン水和剤 M4+M1 ３日 ９回 500 ○ ○  ○   19 

ベフキノン水和剤 M7+M1 45 日 ４回 1,000 ○ ○  ○*   9,19,20 

ベルクート水和剤 
M7 14 日 ５回 

1,000 ○*
 ○*

  ○*
 ○  

9,20 
ベルクートフロアブル 1,500 ○*

 ○*
  ○*

 ○  

ベルクガード水和剤 M7+M3 45 日 ４回 500 ○*
 ○  ○   9,19,20 

チオノックフロアブル 
M3 30 日 ５回 500 ○* ○* ○   ○* 

4,19,20, 

22 トレノックスフロアブル 
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薬  剤  名 

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
䤀
ド 

(

収
穫
前
日
数)

 

使

用

基

準 

䥹

以

内

䥺 

使

用

回

数 

希
釈
倍
数
䥹
倍
䥺 

対象病害に対する効果 
注
意
事
項
番
号 

黒

斑

病 

黒

星

病 

赤

星

病 

輪

紋

病 

う
ど
ん
こ
病 

心

腐

れ

症 

アントラコール顆粒水和剤 M3 45 日 ４回 500 ○* ○ ○    6 

デランフロアブル M9 60 日 ４回 1,000 △ ○* ○ ○  ○* 7 

アリエッティＣ水和剤 M4+P7 14 日 ３回 800 ○*   ○   14,19,23 

フロンサイドＳＣ 29 30 日 １回 2,000 ○* ○*  ○   12,17,19 

ＩＣボルドー412 

M1 

－ － 30    ○*   8 

ＩＣボルドー48Ｑ 
収穫後 

～ 
開花前 

－ 30  ○*     8 

ボルドー液 M1 － － 

4-8 式 
（開花後）○ ○     

6,8,24 4-12 式    ○   

6-12 式 
(開花前) ○ ○     

休
眠
期 

アルタベールフロアブル 
（有機銅、マシン油） 

NC+M1 休眠期 ９回 40 ○* ○*     19 

石灰硫黄合剤 M2 発芽前 － 7  ○*     18 

【効果凡例】 

○*  ： 効果がある（対象病害に普及済み） ○ ： 効果ある（対象病害に未普及） △ ： 効果劣る 
（ ） ： カッコ内の希釈倍数で対象病害に登録がある。 

 

 

【注意事項】 
散布時期・耐性菌などに対する注意 
1.薬剤耐性菌の出現を防ぐため FRAC コードを参考にし、同一薬剤、同系統薬剤の過度の連用及び多
数回使用は避け、異なる作用機構の薬剤をローテーションで使用する。特にＤＭＩ剤（FRAC コード
３）、ポリオキシンを含む剤（FRAC コード 19）、ロブラールを含む剤（FRAC コード２）、ベンゾ
イミダゾール系剤（FRAC コード１）、ミギワ（FRAC コード 52）、ＱｏＩ剤（FRAC コード 11）及び
ＳＤＨＩ剤（FRAC コード７）は耐性菌出現の危険性が高い剤である。 

2.ＤＭＩ剤は既にナシ黒星病菌に対する効力低下が確認されている。さらなる効力低下を防ぐため、
年間２回以内の使用を原則とする。 

3.ミギワ、ＱｏＩ剤、ＳＤＨＩ剤は、薬剤耐性菌出現を防ぐため、年２回以内の使用にとどめる。 
4.有効成分、成分量が同一である。 
 
なしの薬害に関する注意 
5.ストロビーは、開花始めから落花後 30 日頃までの散布において、葉に薬害（クロロシス、波打ち）
を生じるおそれがあるので使用しない。 

6.アントラコールは、ボルドー液と近接散布すると薬害を生じるおそれがあるので注意する。 
7.デランは、浸達性展着剤（アプローチＢＩなど）を加用して使用すると、薬害を発生するので加用
しない。 

8.ＩＣボルドー412 の生育期散布は、西洋なしにのみ使用する。但し、ＩＣボルドーを無袋栽培で使
用すると、果面のさび発生が多くなる。ボルドー液の生育期（開花期以降）の使用は有袋の「二十
世紀」に限る。但し、８月以降の使用は雨やけ果の発生を多くする。 

9.ベフキノン、ベルクート、ベルクガードは、西洋なし「ル・レクチェ」に薬害を生じるので使用し
ない。 

10.スコアは、西洋なし「ル・レクチェ」果実に薬斑を生じることがある。 
11.ナリアＷＤＧは、日本なしの開花始めから落花 20 日後頃までの散布で葉に薬害（黄化）を生じる

おそれがあるので使用しない。また西洋なし「ル・レクチェ」果実に薬害（さび）を生じるおそれ
がある。 

12.フロンサイドは、幸水等の赤なしの幼木や樹勢の劣る樹では、新葉に薬害が発生するおそれがある
ので注意する。 

 



―果樹類―                                        ―な し― 

他作物の薬害に対する注意 
13.ストロビーは、「巨峰」及び「デラウェア」以外のブドウ品種、特に「ロザリオビアンコ」の葉に

著しい薬害を生じるおそれがある。また、開花期以降のおうとうにも薬害を生じるおそれがあるの
で注意する。 

14.アリエッティＣは、ぶどうに対して幼果期から果実肥大期までは、果実に薬害を生じるおそれがあ
るので注意する。 

15.ナリアＷＤＧは、ぶどう品種「ピオーネ」に薬害を生じるおそれがあるので注意する。 
16.ユニックスは、おうとうに薬害を生じるおそれがあるのでかからないようにする。 
 
散布者及び散布時の注意 
17.フロンサイドＳＣは、人によってかぶれることがあるので、かぶれやすい人は使用しない。また、

散布後の再入園によってもかぶれが生じる。 
18.石灰硫黄合剤は皮ふに刺激があるので注意する。 
 
蚕・魚に対する注意 
19.アリエッティＣ、アルタベール、カナメ、キャプレート、チウラム（チオノック、トレノックス）、

ナリア、フロンサイド、ベルクガード、有機銅(オキシラン、オキシンドー、キノンドー、ドキリ
ン、ベフキノン)、ロブドーは魚毒が強いので注意する。 

20.カナメ、チオノック、トレノックス、バシタック、ファンタジスタ、ベフキノン、ベルクート、ベ
ルクガード、ポリベリンは、蚕毒が強いので注意する。 

21.カナメ、ファンタジスタ、ユニックスは、水産動植物に影響を及ぼすおそれがあるので注意する。 
 
その他の注意 
22.チオノック、トレノックスは、銅剤と混用すると赤色の凝集を生ずるので混用しない。 
23.アリエッティＣは、カネマイト、コテツと混用すると凝集を起こすので混用しない。 
24.ボルドー液用の硫酸銅、生石灰は商品によって登録内容が異なるので確認して使用する。 

 



―果 樹―                                                          ―な し― 

害虫防除の留意点 

1．害虫は、発生状況によって防除の可否を見極める。 2．一般的には若齢幼虫期が散布適期である。散布時期を逸すると効果が劣るので注意する。 

【別表－２－１】殺虫剤の使用法方法及び効果 

・使用にあたっては、登録内容を再確認すること（表中の登録内容は令和５年11月30日現在）。 

系 
 
 

統 

薬  剤  名 

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
䤀
ド 

希
釈
倍
数
䥹
倍
䥺 

シ
ン
ク
イ
ム
シ
類 

モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ 

ハ
マ
キ
ム
シ
類 

ケ
ム
シ
類 

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ 

モ
ン
シ
ロ
ド
ク
ガ 

ナ
シ
ホ
ソ
ガ 

ナ
シ
チ
ビ
ガ 

ヒ
メ
ボ
ク
ト
ウ 

ク
ワ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ 

ア
ブ
ラ
ム
シ
類 

カ
メ
ム
シ
類 

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ 

ナ
シ
グ
ン
バ
イ 

ナ
シ
キ
ジ
ラ
ミ 

ナ
シ
ミ
ハ
バ
チ 

ボ
ル
ド
䤀
液
と
の
混
用 

䥹
収
穫
前
日
数
䥺 

使 
用 

基 

準 
䥹
以
内
䥺 

使 

用 

回 

数 

有

機

リ

ン 

サイアノックス水和剤 1 1,000 ○*  ○*       ○* △       
7日（有袋） 3 

45日（無袋） 3 

スミチオン水和剤 1 1,000 ○*  △     ○  ○* △ ○*  ○ ○   
14日（有袋） 6 

21日（無袋） 6 

ダーズバンＤＦ 1 3,000 ○  ○       ○*        30日 3 

ダイアジノン水和剤 
（日本なし，西洋なし） 

1 1,000 ○  ○*  ○ ○    ○* △   ○    14日 
6 

(休1) 

カ
䤀
バ
メ
䤀
ト 

オリオン水和剤 1 1,000 ○  ○* ○      ○* ○*      × 3日 2 

ミクロデナポン水和剤 
（日本なし） 

1 1,000 (1,200)       ○  ○* ○   ○  (1,200) × 60日 3 

䥹
生
菌
䥺

Ｂ
Ｔ 

バイオマックスＤＦ 11 
2,000～ 
3,000 

  ○* ○             × 前日 － 

ファイブスター顆粒水和剤 11 
1,000 
2,000 

  
 

○* 

○* 

○             × 前日 － 

䥹
混
合
剤
を
含
む
䥺 

合
成
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
及
び
類
似
化
合
物 

アーデント水和剤 3 1,000 ○          ○* ○      7日 3 

アグロスリン水和剤 3 1,000 ○  ○     ○   ○* ○ ○     前日 3 

サイハロン水和剤 3 2,000 ○  ○     ○   ○* ○      7日 3 

スカウトフロアブル 3 2,000 ○       ○   ○*       前日 5 

テルスター水和剤 3 1,000 ○  ○     ○   ○* ○      前日 2 

マブリックＥＷ 3 2,000  ○ ○    ○    ○* ○  ○    30日 2 

ロディー水和剤 3 1,000 ○  ○        ○* ○      前日 2 

ロビンフッド 3 －         ○*         前日 5 

Ｉ
Ｇ
Ｒ 

アプロード水和剤 16 1,000          ○*        30日 2 

カスケード乳剤 15 2,000   ○*              △ 14日 2 
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䥹
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ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
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アドマイヤー水和剤 4 2,000           ○*       
3日注1 2 

アドマイヤーフロアブル 4 5,000           ○*       

アルバリン顆粒水溶剤 4 
2,000 ○*   ○      ○ ○* ○*      前日 3 

スタークル顆粒水溶剤 4 

ダントツ水溶剤 4 
2,000 ○*   ○      ○* ○ ○*      

前日 3 
4,000 ○   ○      ○ ○* ○      

バリアード顆粒水和剤 4 2,000 ○*         (4,000) ○ ○      前日 3 

ベストガード水溶剤 4 1,000           ○* ○      14日 3 

モスピラン顆粒水溶剤 4 
2,000 ○*         ○ ○ ○      

前日 3 
4,000 ○      ○   ○* ○* ○      

シ
イ
ミ
ン 

ス
ル
ホ
キ 

 

トランスフォームフロアブル 4 4,000           ○*       前日 3 

ジ
ア
ミ
ド 

エクシレルＳＥ 28 5,000 ○*  ○ ○     ○         前日 3 

サムコルフロアブル 28 5,000 ○*  ○* ○     ○         前日 3 

フェニックス顆粒水和剤 28 
4,000 

○*  ○* ○              
前日 2 

フェニックスフロアブル 28 ○*  ○ ○     ○         

ヨーバルフロアブル 28 5,000 ○*  ○      ○         前日 2 

そ
の
他 

ウララＤＦ 29 2,000           ○*       14日 2 

ディアナＷＤＧ 
5 10,000 ○*  ○*               前日 2 

デリゲートＷＤＧ 

ハチハチフロアブル 21 2,000          ○ ○*       30日 1 

【使用基準】（注１）：ただし、露地栽培については発芽期から開花期を除く 

【効果凡例】○*：効果ある（対象害虫に普及済み） ○：効果ある（対象害虫に未普及） △ ：効果劣る 

 （ ）：カッコ内の希釈倍数で対象害虫に登録がある。アルバリンとスタークル、ディアナとデリゲートは、同一薬剤である。 

【ボルドー液混用】×：成分が分解するか、又は散布液の物理性が著しく低下する。△：効力が低下する。 

【その他】：(休1)：休眠期１回。クワコナカイガラムシのうち、ダイアジノンの適用はコナカイガラムシ類若齢幼虫、アプロードの適用はカイガラムシ類幼虫、アルバリン、スタークル、 

ダントツの適用はコナカイガラムシ類、オリオン、モスピランの適用はカイガラムシ類。 



―果樹類―                                        ―な し― 

【別表－２－２】殺虫剤の使用法方法及び効果 
・使用にあたっては、登録内容を再確認すること（表中の登録内容は令和５年 11 月 30 日現在）。 
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Ｒ
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Ｃ
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アルタベールフロアブル － 休眠期 9 40 ○ ○  17 

クムラス UN － － 300 ○  ○* 8,12 

石灰硫黄合剤 UN 発芽前 － 7  ○ ○ ○ 11 

スピンドロン乳剤 － 休眠期 － 50  ○   17 

ハーベストオイル － 発芽前 － 50 ○ ○ ○* 17 

【効果凡例】○*：効果ある（対象害虫に普及済み） ○：効果ある（対象害虫に未普及） △ ：効果劣る 

 
【注意事項】 
散布時期・抵抗性などに対する注意 
1. ワタアブラムシは、有機リン剤に抵抗性を持つことが多い。 
2. 合成ピレスロイド剤は、カブリダニなど天敵に強い影響があり、多用するとハダニ類やカイガラム

シ類が異常発生するおそれがある。さらに薬剤抵抗性の発達を避けるために年１回の使用を原則と
する。 

3. アプロードは、ＩＧＲ剤の一種であり、若令幼虫以外には効果が劣るので、適期に散布する。 
 
なしの薬害に対する注意 
4. スミチオンは、‘早生赤’に薬害のおそれがあるので使用しない。 
5. モスピランは、「長十郎」・「新高」・「サザンスイート」に薬害を生じることがある。 
6. 「幸水」・「豊水」は、収穫２週間程前から乳剤を散布すると薬害（果点が褐変症状）を生じるこ

とがある。 
7. クムラスは生育期間中に使用すると薬害を生じる可能性があるため、発芽前までに散布する。 
 
他作物の薬害に対する注意 
8. スミチオンは、ほうきもろこしに薬害が生じる。 
 
散布者及び散布時の注意 
9. 合成ピレスロイド剤は、人によってかぶれや、くしゃみが出るので注意する。 
10.石灰硫黄合剤は皮膚に刺激があるので注意する。 
11.クムラスは眼に対して刺激性があるので眼に入らないように注意する。 
 
蚕・魚に対する注意 
12.合成ピレスロイド剤は蚕毒・魚毒が、ＩＧＲ剤（アプロードを除く）、ＢＴ剤（生菌）は蚕毒が極

めて強く、使用地域の指定があるのでこれ以外では使用しない（特別指導事項参照）。 
13.合成ピレスロイド剤のうち、ロビンフッドは通常の使用方法では飛散の危険性が少なく、使用地域

の指定はないが、有効成分の蚕毒が強いため、使用方法を厳守するとともに桑に付着するおそれの
ある場所では使用しない（特別指導事項参照）。 

14.アドマイヤー、エクシレル、オリオン、サムコル、ジノテフラン（アルバリン、スタークル）、ダ
ントツ、バリアード、フェニックス、モスピラン、ヨーバル、ロビンフッドは、特に蚕毒が強いの
で桑園付近で使用しない（特別指導事項参照）。 

15.ハチハチフロアブルは、蚕毒・魚毒が強いので注意する（特別指導事項参照）。 
16.アルタベール、ダーズバンは魚毒が、エクシレル、サムコル、フェニックス、マシン油乳剤、ヨー

バルは水産動物（特に甲殻類）に影響が強いので注意する。 
その他の注意 
17.ウララは、ストロビー、フロンサイドＳＣと混用すると薬害を助長するおそれがある。 
18.スピネトラム（ディアナ、デリゲート）、トランスフォーム、エクシレルは、蜜蜂、マメコバチに

影響があるので、地域の訪花活動期間中は使用しない。 



―果樹類―                                        ―な し― 

交信かく乱剤の設置時期・量 
 交信かく乱剤は、殺虫効果がなく、交尾を阻害し次世代の増殖を抑制するものである。交信かく乱
剤のみで対象害虫を防除することは不可能である。必ず殺虫剤による補完防除を行う。なお、複数の
対象害虫に対して使用する場合、殺虫剤の散布回数の削減が可能である。 
・使用にあたっては、登録内容を再確認すること（表中の登録内容は令和５年 11 月 30 日現在）。 

薬剤名 適用害虫名 設置時期・量 設置方法 

コンフューザーＮ モモシンクイガ 
ナシヒメシンクイ 
チャノコカクモンハマキ 
チャハマキ 
リンゴコカクモンハマキ 
リンゴモンハマキ 

５月上旬から５月中
下旬まで 
200 本／10a 

棚面の枝に巻き付
け、又は挟み込む 

ボクトウコン－Ｈ ヒメボクトウ ５月下旬から６月上
旬まで 
100 本／10a 

注）設置は、２割を園の周縁部へ、８割を全体に均一になるように行う。フェロモントラップを設置し、交信か

く乱の状況を把握することが望ましい。モモシンクイガやハマキムシ類が少なく、ナシヒメシンクイの多い園

では早めに設置してもよい。なおナシヒメシンクイの多発園では、５月中下旬に設置しても８月以降の交尾阻

害効果は不安定となりやすい。ナシヒメシンクイは、なしでは収穫直前に果実被害を受けやすいので注意する。 

 
 
【別表－３】ハダニ防除の留意点、殺ダニ剤の使用方法 
1. 散布むらはハダニの多発を招く。樹冠内部まで十分に薬液が到達するような整枝せん定をする。 
2. 殺ダニ剤散布前には不必要な徒長枝切りを励行し、手散布や縦横走行散布などで散布むらを補う。 
3. 乾燥・高温はナミハダニの発生に好条件である。早めに防除を開始する。 
4. 多発が予想される場合は、散布量を増やしたり散布間隔をせばめる。 
5. 殺ダニ剤は、抵抗性出現を回避・遅延するために、同一薬剤及び交差抵抗性の剤は年１回だけの使

用とする。 
・使用にあたっては、登録内容を再確認すること（表中の登録内容は令和５年 11 月 30 日現在）。 

薬  剤  名 
ＩＲＡＣ 
コード 

希釈 
倍数 

種類に対する効果 ステージに対する効果 ボルド 
ー液と 
の混用 

注意事項 
該当番号 リンゴ 

ハダニ 
ナ ミ 
ハダニ 

サビ 
ダニ 

卵 幼若虫 成虫 

コテツフロアブル 13 2,000 × ○ ○ ○ ○ ○ × 16，18 

コロマイト水和剤 6 2,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 16 

カネマイトフロアブル 20 1,000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 4, 7, 13,17 

マイトコーネフロアブル 20 1,000 ○注) ○  △ ○ ○ × 4,6,7,14,17 

サンマイト水和剤 21 1,500 ○ ○注) ○ ○ ○ △ △ 3，6，9，16 

ダニトロンフロアブル 21 1,000 ○ ○注) ○ △ ○ ○ △ 3，6，16 

ピラニカ水和剤 21 1,500 ○ ○注)  ○ ○ ○ △ 3，6，16 

バロックフロアブル 10 2,000 ○ ○注)  ○ ○ × × 6，7，16 

スターマイトフロアブル 25 2,000 ○ ○注)  ○ ○ ○ × 5,6,7,10,16 

ダニコングフロアブル 25 2,000 ○ ○  ○ ○ ○ × 5 

ダニサラバフロアブル 25 1,000 ○ ○注)  ○ ○ ○ × 5, 6, 7，8 

ダニゲッターフロアブル 23 2,000 ○ ○ ○ ○ ○ △ × 7，8，11，15 

凡例（効果）○：効果ある  △：効果やや劣る  ×：効果ない 注）：県内で効果の低い事例がある。 

ボルドー液混用 ×：有効成分が分解するか、又は散布液の物理性が著しく低下する。△：効力が低下する。 
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【注意事項】 
散布時期・抵抗性などに対する注意 
1. 薬剤の効力低下には地域間で差があるので注意する。 
2. 年度の最初に使用する殺ダニ剤は、前年の最後に使用した殺ダニ剤と異なる IRAC コードの殺ダニ

剤を使用する。 
3. サンマイト、ダニトロン、ピラニカは交差抵抗性の関係にあるので、これらいずれかを年１回の使

用とする。 
4．カネマイトとマイトコーネは IRAC コードが同一の薬剤であるため、どちらか年１回の使用とする。 
5. スターマイト、ダニコング、ダニサラバは同一の作用性を持つ殺ダニ剤である。現状では、これら

の薬剤間における薬剤抵抗性の交差が危惧されるため、原則として、これらの剤のいずれかを年１
回の使用とする。やむをえず、ダニコングと、スターマイト又はダニサラバのいずれかを同一年に
使用する場合には、間に異なる IRAC コードの殺ダニ剤を使用する。 

6. サンマイト、スターマイト、ダニサラバ、ダニトロン、ピラニカ、バロックはナミハダニに、マイ
トコーネはリンゴハダニに一部地域で効力低下の疑いがある。 

7. カネマイト、スターマイト、ダニゲッター、ダニサラバ、バロック、マイトコーネは、ボルドー液
との近接散布で効果が劣る。カネマイト、スターマイト、ダニゲッター、ダニサラバ、マイトコー
ネはボルドー液散布前後 14 日以上あけ、バロックは同じく散布前 14 日以上あけ散布後は使用しな
い。 

8. ダニサラバ及びダニゲッターは、成虫に対してやや遅効的な効果を示す。 
9. サンマイトは、ナミハダニが多い場合は 1,000 倍で使用するのが望ましい。 
 
なしの薬害に対する注意 
10.スターマイトは、有袋栽培の西洋なしで薬斑が目立つことがあるので、袋かけ後に使用する。  
11.ダニゲッターは、展葉中の葉に薬害を生じることがあるので、新梢停止期（７月中旬）以降に使用

し、有機リン剤との同時散布、及び前後 10 日以内の近接散布はしない。 
12.りんご、ももで使用するオマイトは、なしに薬害を生じる。 
13.カネマイトは、交配から交配 30 日後の間に散布すると葉に薬害を生じる。 
14.マイトコーネは、日本ナシの主に伸長中の散布時未展開葉に薬害を生じるので梅雨明け後に使用す

る。 
 
他作物の薬害に対する注意 
15.ダニゲッターは、以下の薬害のおそれがあるので、周辺作物へ飛散しないよう十分注意する。 

(1)おうとうにも適用登録があるが、新梢伸長期の葉に薬害を生じるおそれがある。 
(2)開花期の水稲にかかった場合、不稔などを生じるおそれがある。 
(3)ぶどう、キャベツ、はくさい、こまつな、ねぎ、ばらに対して薬害を生じるおそれがある。 

 
蚕・魚に対する注意 
16.コテツ、コロマイト、サンマイト、ダニトロン、バロックは蚕毒・魚毒が、スターマイト、ピラニ

カは魚毒が特に強いので注意する。 
 
その他の注意事項 
17.カネマイト、マイトコーネはアリエッティＣと混用すると凝集する。 
18.コテツは、ボルドー液と混用すると凝集する。 
 


